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難
工
も
の
等
色
々
E
品
種
が
あ
一
下
匂
か
ら
六
月
中
型
宗
良
好
一
六
斗
を
噴
霧
器
で
蚕
室
、
蚕
呉

災
害
又
は
病
虫
害
内
て
い
思
は
一
稲
は
比
一
官
栽
培
容
易
な
イ
一
つ
引
、
必
ず
し
も
一
日
の
風
土
一
で
あ
る
o

t

一
の
隅
々
迄
充
分
し
た
L
る
様
鳩
山

ぬ
清
書
し
た
り
農
作
業
上
労
一
物
で
あ
る
カ
反
面
年
々
歳
々
災
一
に
ふ
さ
わ
し
、
も
の
ほ
イ
で
一
⑮
養
蚕
一
布
す
る
。
撒
布
終
了
後
は
直
ち

カ

配

分

等

で

因

り

ま

す

。

一

害

を

受

け

る

事

が

多

い

、

早

害

一

、

ミ

し

ヵ

一

一

そ
れ
で
人
の
話
し
で
飛
び
つ
一
風
水
害
、
書
、
又
病
虫
害
、
一
川
な
し
い
μ
ら

草

地

の

風

土

と

て

、

桑

園

一

に

蚕

室

内

に

保

温

を

行

な

い

(

い
て
も
特
性
.
日
照
、
地
力
等
一
イ
モ
チ
、
白
禁
枯
病
.
二
化
摂
一
口
口
種
の

q
fを
よ
く
検
討
し
、
一

1
緑

肥

収

穫

一

F
七
十
五
度
以
土
に
す
る
)
出

を
考
え
ず
に
作
っ
た
の
で
は
失
一
虫
、
稗
蝿
等
に
強
い
口
還
を
選
一
そ
の
土
地
に
よ
く
適
合
し
た
品
一
緑
阻
止
は
大
体
開
花
期
を
最
良
一
入
口
を
密
閉
し
ホ
ル
マ
リ
ソ
ガ

一

放

札

口

ド

口

調

種

を

選

ぶ

場

合

一

民

間

取

は

お

下

一

種

刊

誌

長

持

れ

れ

一

岳

山

内

同

誌

3す
一

ス

諒

誌

話

一

昼

一

-

る

こ

と

一

で

な

い

品

種

、

云

い

変

え

れ

ば

一

収

穫

後

半

乾

し

畦

問

の

中

央

一

夜

)

、

後

室

を

開

放

し

て

風

乾

す

一

ど

の

点

を

考

慮

す

れ

ば

良

い

か

一

と

と

と

一

一

一

!

更

一

一

農

業

も

段

々

と

多

角

化

と

町

一

作

り

や

す

い

口

問

寝

室

ぶ

こ

と

一

に

雪

堀

り

其

の

中

に

入

れ

、

↓

る

。

額
一
川
「
(
の
土
地
に
応
じ
た
一
熟
期
草
一
入
の

Z
q現
金
支
出
の
郎
一
治
最
も
大
切
で
あ
る
。
一
上
に
石
灰
(
生
草
量
百
貫
に
対
一
⑮
柑
橘

一ど
f
ミ

j

ィ

一

1
植
付
時
期
が
遅
れ
て
も
取
量
一
し
約
五
霞
匁
担
軍
区
〉
撒
布
し
覆
一

E

J

状
の
口
明
撞
で
あ
る
こ
と
一
約
J

カ

ら

自

家

労

力

を

有

効

に

一

一

二

、

接

木

作

ー

業

一

n

一

一

の

減

り

方

の

少

い

も

の

一

土

す

る

。

一

一
当
地
区
は
複
雑
々
叫
帯
ー
で
あ
一
す
る
こ
と
が
必
河
川
一
あ
る
い
一

2
窒
素
肥
料
は
対
し
て
適
応
性
一

2
陸

束

一

苗

木

育

成

の

為

の

切

接

、

不

一
る
調
係
上
、
気
象
庁
主
、
土
壌
一
そ
の
た
同
日
開

ρ択
も
前
作
一
の
大
き
い
も
の
一
遅
過
ぎ
る
と
喜
多
}
損
ず
る
一
良
系
統
更
新
の
一
芽
腹
接
及
び

の
一
条
件
が
異
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
一
他
作
、
果

1
t
E
等
主
庖
一
3
根
が
藷
に
太
り
や
す
い
性
質
一
か
ら
伯
作
業
終
了
後
直
ち
に
之
一
高
接
、
樹
勢
の
維
持
増
進
の
根

一
た
熟
羽
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
一
し
問
、
由

d
M
2
t
tに
よ
一
を
持
っ
て
い
る
も
の
一
を
行
い
薬
及
び
縄
は
害
虫
駆
除
一
援
等
中
一
左
に
依
り
行
っ
て
下
さ

一
極
端
な
早
熟
、
晩
酷
烈
で
は
そ
の
一
る
メ
取
期
の
調
和
等
7
年

閥

均

栽

一

首

作

り

一

の

目

的

を

以

っ

て

理

込

る

か

焼

一

し

一
品
一
径
の
侍
一
世
が
発
揮
出
来
な
い
一
培
等
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
経
営
に
一
基
聞
は
苗
の
良
否
が
大
き
く
一
却
す
る
又
凍
一
箱
警
の
慮
あ
る
年
一
勺
切
援
(
苗
木
育
成
)

一
普
通
業
数
の
多
い
程
増
箆
咲
か
一
調
和
さ
れ
た
栽
培
に
改
め
る
必
一
政
量
を
左
右
す
る
か
ら
良
曹
を
一
柄
又
は
地
方
は
之
を
遅
ら
す
こ
一
四
月
十
日

t
二
十
五
日
(
砧

町

一

高

い

が

晩

性

種

径

震

が

多

い

一

要

が

あ

る

。

一

得

る

霊

警

の

努

力

が

必

要

で

一

と

O

L

一
木
の
芽

2
1六
分
伸
び
た
頃

協

同

一

の

で

気

象

条

件

が

許

せ

ば

晩

生

一

凶

種

子

更

新

を

図

る

こ

と

一

あ

る

。

一

3

桑

閣

の

石

灰

施

用

一

二

、

高

護

(

不

段

系

統

の

更

新

)

一
が
よ
い
事
乙
な
る
而
し
咋
卒
。
一
種
子
は
毎
年
自
家
採
種
の
種
一
首
を
い
や
ら
立
派
に
作
っ
て
一
桑
園
に
は
石
灰
を
入
れ
な
け
一
高
援
。
一
一
牙
腹
接

一
如
き
年
に
は
当
巧
で
は
晩
生
径
一
予
を
利
用
心
宅
い
る
と
年
に
減
一
も
極
付
時
期
が
遅
れ
る
と
収
量
一
れ
ば
桑
自
体
や
蚕
児
の
病
気
が
÷
四
月
ポ
句

1
五
月
し
山
中
旬

一
被
害
多
く
減
牧
で
あ
っ
た
様
に
一
敗
す
る
。
三
年
以
上
も
連
続
す
て
か
著
し
く
減
少
す
る
か
ら
良
首
一
出
来
易
い
の
で
桑
芽
発
育
時
迄
一
但
し
切
擦
は
秋
九
月
中
旬
J
十

一
思
は
れ
た
の
で
注
意
し
な
け
れ
一
れ
ほ
一
割
五
分
!
二
割
位
も
減
一
を
適
期
に
生
産
し
な
い
と
意
味
一
に
施
用
す
る
こ
と
。
一
同
月
上
匂
の
二
期
あ
る
が
春
の
万

一
ぽ
な
る
ま
い
。
一
段
す
る
か
ら
同
品
種
を
栽
培
す
一
が
な
く
な
る
。
比
の
条
件
を
完
一
4
蚕
室
蚕
具
の
消
毒
一
が
成
積
が
良
い
。

一
一
早
状
も
同
様
に
気
象
条
件
、
る
場
合
で
も
採
種
園
で
生
産
さ
一
備
す
る
為
に
は
温
床
育
苗
が
最
一
一
、
蚕
室
、
委
具
の
洗
篠
一
三
、
移
植

新

一

昭

和

三

十

二

年

度

h

F

一
る
を
計
る
に
と
云
う
事
に
成
る
一
前
年
度
繰
越
充
用
額
一
一
般
会
計
繰
入
金
の
四
種
で
あ

『

当

一

一

訳

で

あ

り

ま

し

て

三

十

二

年

度

=

二

必

四

五

O
万
円
一
り
ま
す
。
国
庫
繍
助
金
、
一
部

↓

一

国

民

健

康

保

険

事

業

計

画

に

つ

い

て

'

一

中

に

必

要

と

す

る

療

養

給

付

の

一

公

債

費

一

、

三

労

一

負

担

金

に

つ

い

て

は

療

養

給

付

月
一

4
E

一
見
積
が
計
画
樹
立
の
根
幹
と
な
一
保
健
施
設
三
、

0
乏
に
対
す
る
一
定
率
ー
が
法
定
さ
れ

一

.

F

↑
り
ま
す
。
三
十
一
年
度
の
受
診
一
役
場
費
三
、
五
労
一
て
居
る
の
で
給
付
設
に
比
例
し

(
一
「
一
年
の
計
は
一
万
旦
に
あ
り
」
一
保
険
税
滞
納
繰
越
五
八
万
五
一
率
ー
は
大
体
三
百
十
五
、
五
Mm
程
一
納
税
奨
励
費
そ
他
一
一
、
七
三
労
一
て
増
減
し
ま
す
が
一
般
会
計
収

て
ι
申
し
ま
す
が
国
民
健
康
保
険
一
千
円
、
一
部
負
担
金
滞
納
繰
越
一
度
に
落
付
く
見
込
み
で
あ
り
ま
一
予
備
費
一
、
ム
ハ
Mm
一
入
金
は
地
財
法
の
関
係
も
あ
っ

間
一
で
は
「
一
ヶ
年
の
計
画
は
過
去
一
二
百
二
万
八
千
円
、
国
庫
補
助
一
す
が
十
二
月
一
月
の
近
来
に
な
一
計
一
一
一
、
二
二
労
一
て
曜
日
刊
三
十
四
日
平
度
ま
で
一
定

刊
一
の
実
績
に
あ
り
」
と
一
ざ
っ
と
と
一
清
算
交
付
金
百
六
五
万
三
千
円
一
い
流
感
の
影
響
も
あ
り
ま
す
の
一
一
般
会
計
繰
入
金
五
労
一
額
に
制
限
J

せ
b
れ
増
額
は
認
め

特
一
に
な
る
と
存
じ
ま
す
。
昭
和
三
一
計
四
百
二
六
万
六
千
円
、
不
足
一
で
三
十
二
年
度
は
白
主
主
状
主
一
一
ら
れ
ま
せ
ん
。
従
っ
て

持
一
十
一
年
度
の
計
商
を
立
て
た
時
一
額
二
三
万
四
千
円
は
新
年
度
の
一
に
於
け
る
受
診
率
の
都

ι一保
険
税
一
一
一
六
万
一
一
一
時
一
霊
堂
雌
|
(
園
調
書
ゆ

昭

一

に

は

自

分

の

町

の

実

績

が

あ

り

一

保

険

税

を

充

当

す

る

事

に

成

り

一

慮

し

て

受

診

率

は

三

一

五

・

三

一

一

十

l
議
活
白
山
町
)
川
蒲
薄
紫

一

一

一

一

一

部

負

担

金

三

四

、

五

Mm
一

間
一
ま
せ
ん
の
で
全
国
平
均
、
・
全
度
一
ま
す
。
だ
か
ら
昭
和
三
十
一
年
一
労
一
件
当
り
の
予
句
点
数
は
五
一
一
と
な
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

昭
一
平
均
一
本
他
町
村
の
数
字
等
を
互
に
於
い
て
は
相
対
的
に
は
一
度
一
士
点
強
と
云
う
す
現
在
の
一
一
二
古
九
万
三
千
円
了
」
り
保
韓
併
を
↓
里
市
平
均
す

考
と
し
て
計
蓄
致
し
ま
し
た
。
、
i

一
応
四
百
五
拾
万
円
が
赤
字
と
な
一
被
保
険
者
数
を
基
礎
と
し
て
王
国
庫
補
助
金
二
六
、
五
よ
る
と
一
二
三
四
八
円
に
な
り
ま
す

そ
の
為
実
際
に
測
せ
ぬ
点
が
若
一
っ
て
居
ま
す
け
れ
ど
も
そ
れ
に
一
算
し
其
の
他
の
経
費
は
総
て
町
一
九
八
三
万
九
千
円
一
が
最
低
の
世
帯
は
年
額
八
八

O

千
あ
り
ま
し
て
歳
入
に
欠
か
ん
一
ば
裏
付
け
と
な
る
特
定
の
財
源
一
年
度
と
同
額
程
度
或
は
減
額
し
一
歳
出
で
は
全
体
の
セ
五
、
八
七
一
円
最
高
で
四
万
円
と
な
り
ま
す

を
生
じ
次
年
度
の
収
入
を
棟
上
一
が
あ
り
ま
す
の
で
絶
対
的
赤
字
一
て
計
上
を
行
っ
た
結
果
其
総
額
一
労
が
本
年
度
の
保
険
給
付
費
に
一
固
定
資
産
税
割
巧
民
悦
の
所
得

げ
て
決
算
を
行
は
ね
ば
な
ら
な
一
は
二
三
万
四
千
円
と
云
う
専
に
一
は
約
三
一
千
七
百
万
円
と
相
成
り
一
な
っ
て
居
ま
す
が
前
年
度
へ
繰
一
割
額
の
決
定
企
セ
月
に
一
げ
い
ま

、
状
態
と
な
っ
た
事
に
就
い
て
一
成
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
了
」
れ
を
昨
年
度
の
当
初
計
童
と
一
上
充
当
し
た
分
四
五

O
万
円
も
一
す
。
均
等
割
額
は
世
帯
割
ム
ハ
セ

は
先
々
月
の
町
の
便
り
で
申
上
一
次
に
昭
和
三
十
二
年
度
の
計
審
一
比
較
す
る
と
六
豆
」
ベ
拾
万
円
の
一
殆
ん
ど
が
保
険
給
す
費
で
す
か
一

O
円
、
被
保
険
者
一
人
当
り
二

一

一

一

f
、

-

一

O
円
と
な
り
ま
す
。
咋
竿
度

げ
た
通
り
で
あ
り
ま
す
。
一
は
以
上
の
三
十
一
年
度
の
実
績
一
増
加
と
な
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
一
ら
両
方
合
せ
ば
八
七
八
七
グ
一
に
ヰ
へ
相
当
大
巾
な
増
額
で
被

繰
上
を
要
す
る
額
は
壬
月
の
末
一
を
基
礎
と
し
て
樹
て
る
訳
で
あ
て
」
の
歳
出
総
額
並
に
そ
れ
に
対
一
が
保
険
給
付
の
費
用
で
残
り
一
一
保
没
者
の
皆
さ
ん
に
随
分
苦
し

に
な
ら
ね
ば
確
定
致
し
ま
せ
ん
一
り
ま
す
0

1

「
入
る
を
ぼ
か
つ
て
一
応
す
る
歳
入
計
査
と
次
の
還
り
一
二
、
一
三
Mm
が
図
示
の
割
合
で
一
い
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
と
思
い

が
二
月
末
の
現
況
に
よ
っ
て
推
一
出
る
を
制
す
」
と
云
う
の
が
会
一
に
な
り
ま
す
。
，
一
役
場
費
そ
心
他
に
犬
々
割
振
ら
一
ま
す
け
れ
ど
も
保
険
の
利
用
が

計
し
ま
す
と
↓
応
四
百
五
拾
万
五
の
要
諦
と
さ
れ
て
居
ま
す
が
一
保
険
給
付
費
総
額
一
れ
て
居
り
ま
す
。
一
多
く
な
り
そ
れ
に
対
応
す
る
増

一

一

一

一

額

で

有

ま

す

の

で

其

点

御

理

解

円
程
度
に
成
る
見
込
で
あ
り
ま
一
保
険
事
業
に
つ
い
て
の
み
は
其
一
七
五
、
八
七
労
.
一
歳
入
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
、
一
下
さ
っ
て
充
分
な
御
協
力
を
御

す
が
こ
の
裏
付
財
源
は
一
反
対
で
「
出
す
る
を
積
っ
て
入
一
一
一
八
一
万
七
千
五
百
円
ご
部
負
担
金
、
国
庫
補
助
金
、
一
願
申
上
る
次
第
で
御
座
い
ま
す

間
四
月
農
林
作
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輪
三
十
二
年
度

固
定
資
産
税
と
納
期
前
納
付

昭
和
三
十
一
会
計
年
度
も
三
一
(
納
期
の
前
の
月
数
に
応

月
三
十
一
日
を
以
て
終
了
致
し
一
じ
て
月
一
分
)

ま
し
た
。
四
月
は
昭
和
三
十
二
一
第
一
期
四
月

0
ヶ
月
分

0

年
度
固
定
資
産
税
第
二
期
分
の
一
第
二
期
七
月
二
ヶ
月
分
二
分

課
税
月
で
す
。
本
年
度
の
間
定
一
第
三
期
十
二
月
七
ヶ
月
分
七
分

資
産
税
は
土
地
、
家
屋
の
異
動
一
第
四
期
二
月
九
ヶ
月
分
九
分

の
あ
っ
た
方
以
外
評
価
格
そ
の
一
稀
納
税
組
合
員
の
方
で
そ
の

も
の
は
三
十
一
日
平
度
か
ら
の
据
一
組
合
が
第
一
期
に
於
て
完
納
さ

置
き
に
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、
一
れ
た
場
合
は
五
分
の
完
納
報
償

税
額
も
昨
年
と
同
じ
で
あ
り
ま
一
金
も
同
時
に
全
額
に
対
し
て
交

す

。

一

付

さ

れ

ま

す

。

さ
て
月
末
の
納
期
に
第
一
期
一
滞
納
分
に
つ
い
て
は
、
本
町

分
を
納
付
し
て
い
た
い
ム
〈
訳
で
一
が
地
方
財
政
再
建
団
体
で
あ
る

あ
り
ま
す
が
、
税
法
に
定
め
ら
一
関
係
上
、
延
滞
金
日
歩
三
銭
、

れ
た
納
期
時
納
付
の
報
償
金
が
一
延
滞
加
算
金
日
歩
三
銭
、
合
計

ご
ざ
い
ま
す
の
で
左
記
の
率
で
一
六
銭
の
割
で
厳
密
に
徴
収
さ
れ

交
付
さ
れ
ま
す
。
よ
く
御
覧
の
一
ま
す
。
こ
の
点
充
分
に
御
勘
案

上
で
余
裕
の
あ
る
方
は
御
利
用
一
下
さ
っ
て
、
納
期
内
に
完
納
し

し

て

下

さ

い

。

一

て

町

再

建

に

御

協

力

下

さ

る

よ

納
期
前
納
付
の
報
償
額
一
う
御
願
い
致
ま
す
。

長

浜

国

民

健

康

保

険

運
管
協
議
会
委
員
改
選

国
保
運
営
協
議
会
規
約
第
三

条
に
依
り
、
去
る
三
凡
十
九
日

町
議
会
の
議
決
を
経
て
今
回
左

記
の
通
り
改
選
委
嘱
さ
れ
ま
し

た。

記

一
、
被
保
険
者
代
表
(
八
名
)

小

野

重

広

長

浜

竹

内

時

次

郎

。

中

見

富

隆

喜

多

灘

水

沼

宗

六

櫛

生

井

上

勉

出

海

菊

池

伝

三

大

和

池
悶
麟
太
郎

P

三

秋

俊

雄

白

滝

二
、
療
養
担
当
者
代
表
(
七
名
)

鮫

島

巌

直

診

一

般

耳

塚

千

秋

一

般

田

中

操

畑

作

中

村

新

一

郎

庁

菊

池

敏

行

庁

岡

田

岩

夫

グ

稲

田

守

静

噛

科

三
、
公
益
代
表
(
八
名
)

赤

穂

直

城

長

浜

矢

問

善

男

喜

多

灘

河
内
作
右
衛
門
櫛
生

尾

崎

運

衛

長

浜

本

田

重

太

郎

出

海

村

上

惟

一

犬

和

泉

伯

白

滝

門

田

豊

市

長

浜

計

二

三

名

尚
任
期
は
二
ヶ
年
と
な
っ
て
お

お

り

ま

す

。

一

持ι

* 
E串

h串

i催町月定月戦月田f月町月町月田了月
E 農二例十没十教十婦十会五議-
i 林十 111f五者四育三人一言十、会日
~ i魚、日議、慰日委日更日院大総
1 業会六霊員生査日務
3 指関、祭会会 委
i 導催八間関 員
3 者、催催 会
3 会九 関
i !書 日 、 イ崖

iJ主一一二二:
， = 一 一ーか八 i 白長月間大関長月町月催127月町月長月催町月
を言 湾浜三催和催浜二四二 生三教二点二 達二
ら E 地婦十 、 地十 H十 、十育十地十 合十
飼 i 区人一 喜 区九ク八 出七委五区二青ー
れつ i 警会日 多暴日ラ日 海日員日委日 年日
z 血総 灘カプ 地会員 団

るて i祭会 地追総 区開会 春
方 理開区放会委催開季

Z 催委座開員 催総
A i 員談催会 会?

??， !?l t 会 会時 開

藤城夫松大森尾坂浜鈴 西 rLJ大高 紙高播明江元津田津田上 田川木 回路森屋 本沢本智

町 3
lく3

の 3
<l 
d 
d 
d 
くj
王
b
-z拘

h
v
h
v
h
v
h
v
k
v
h
v
k
v
k
v
k
v
k
v
 

日

ム晦 f 故 f宣霊軍軍明 f や賓 l~ 英に浄出とは
'ブ 4 山族は上伍で戦 ‘ 3か並¥霊は明海占各今 宮e:
壬EL にの去等長あ後 生正》ににおを白寺地な地年 でヤ
よ 1 帰胸る兵岩つ十 主主j，執地迎西滝の区り区度 沼

一 品 ω? 還に三綿井た幾綿岩百三ぺ行区へ龍地祭で去別よ 3 

3z三担巧5532事 )Etii再1522二12iiEiiiS主義
開 ~ 0れそ南沖白明古作哲学。参を壇二三の十さ者 雷

一中 三とI ~ 懐れ民清滝消 、= 列始に六十笑回れ慰 空き
六三四二三二二九学童 i じんの、、息ささ渇ど しめそ柱ー霊日る霊 祭
九四八七六三一七校旦主 1 の¥英隆隆不・んん 予 め来れの日をにこ祭 1 ノJ、

(Cd) ~同方入 ぷド{め各 こをふ「中便ん納の請日でを 御 f'Iて日
白大出櫛事長学白大櫛喜 長議意々唐任 一!下地l段とは¥登諸宜がめ登犬をます護恐承な縫現犬
滝和海生多浜識滝和主多がげ浜会決が考期選引き区入 Lつ向書犬、闘のしでかるる知らキL缶の
灘控 i建 議定去選満五込f主iいの吉正なてが手にの砲はに所てにらたベのなので所
壁 一 員さる芳了苓宅i。白紙り納箔数「登和なつ宥下町おめきこい交犬有

山山池田山大者後稲怪1章一藤浦赤 れ町委に芳三 ? 張はま付行料犬録三けい者さ役忘是狂とこ付の者
下ロ喜ET野咽藤田本国議暗号噌問看創明主主主言聖書諸手慢出品左童謡
諦美登ヨ雅 忠政足利之太愛直3 にし公 Pロ去:おっ。い収円百の竿な数犬 登く要か{い、けを年
晃議雄志子幸 雄光生広助郊明城 おて営、万e-ロ{ 買役 た入」円祭変り料説 録四ならますな申四

い次住と二; l い場 r証そ」そ分まをと の月こ公すでけ請月
ての宅 λt i 求か く紙fもとのばせお犬 申末と衆。にれしー

学
校
名

長

浜

青

島
喜
多
灘

櫛

生

出

海

大
和
一

H

二一

白

滝柴
戒

川
計

四
五
五
一

生、点本
庁
分

訓

一

長

男

章

師

一
口
元
長
女
ま
み

順

一

、

三

男

明

峯

雄

三

男

政

則

櫛
生
分

巧

長

女

勝

恵

辰

夫

三

女

香

光

寿

長

男

年

寄

呂

光

長

女

一

美

出
海
分

佳
岡
山
三
女
布
、
子

増

夫

二

男

義

秀

郷

夫

長

女

雪

子

大
和
分

敏

行

二

男

正

忘

栄

一

三

女

勝

子

嘉

学

長

男

一

重
官
同
二
男
童
相
棚

道

忠

長

女

尚

子

正
信
一
一
一
女
伸
次

崇

長

男

崇

仁

白
滝
分

窪

武

夫

長

女

真

理

子

坪

内

重

雄

二

男

義

和

畑

内

義

幸

長

女

等

和

PY一

一
宮
泰
忠
長
男
真
喜
男
一
f
l
ぃ

山

本

吉

三

郎

二

女

恵

子

坪

内

幹

男

二

男

康

治

武

知

和

道

長

女

初

美

佐

々

木

昭

二

女

和

美

山

下

己

次

長

女

千

恵

美

久

保

隆

義

二

男

真

-

V

死

亡

本
庁
分

宮

浦

啓

輔

久
保
ト
ラ
ヨ

松
田
三
喜
太
郎

矢
野
鉄
太
郎

水
沼
，
哉
男
喜
多
灘
分

失
問
真
知
子

北

山

京

子櫛
生
分

ー
池
本
嘉
助

増
田
ア
イ
ノ

大

野

道

利出
海
分

松

前

ヨ

ナ

畑
中
和
四
郎

鈴

木

ワ

キ大
和
分

河
田
友
三
三

大

津

一

久

保

テ

イ

域

元

信

透白
滝
分

山
下
芳
太
郎

大
西
マ
ス
ヨ

奥

野

ソ

ノ

大
野
久
太
郎

油

モ

モ

エ

山
本
長
太
笹

谷
本
ア
ヤ
メ

てll.-'c.，甲山-一一一 一一一一一 ←一一日一一一
事

内

M
J

一

t

J

タ日旬、一「 卒女L

. 
M . 

I ゐ」んだ
.-， 

噌

1rて


